InterSec 

シ 1 〕-ズについて 




本製品や添付のソフトウェアの特長や導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。 

InterSec シリーズとは (—2 ページ） . InterSec シリーズの紹介と製品の特長•機能につい 

て説明しています。 

本製品の機能と特長について説明します。 


機能と特長 (—4 ページ） . 

添付のディスクについて (—8 ページ) 


本体に添付のディスクの紹介とその説明です。 








InterSec シリーズとは 


「オール•イン • ワン」から「ビルドアップ」へ。 

高度なセキュリティ管理により、安全かつ高速なインター 
ネットビジネスを可能にするために生まれたのが 
「 InterSec シリーズ」です。 

お使いになる環境や用途に応じて必要となる機能を備え 
た装置を追加することでシステムをビルドアップするこ 
とができます。 



InterSec シリーズの主な特長と利点は次のとおりです。 

• 省スペース 



1台のラックにそれぞれの機能を持つ装置を搭載 
(クラスタ構成可能） 


設置スペースを最小限に抑えたコンパクトな筐体を採用。 


• 運用性 


運用を容易にする管理ツール。 


• クイックスタート 


Web ベースの専用設定ツールを標準装備。短時間(約5分)で初期設定を完了します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々のユニットに抑えられ 
ます。また、絞り込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発生時の原因の絞り込みが容易です。 


• 高い拡張性 


専用機として、機能ごとに単体ユニットで動作させているために用途に応じた機能拡張が容易に可能です。ま 
た、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステムを拡張していくことができます。 


• コストパフオーマンスの向上 


運用目的への最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を確保できます。また、単 
機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低コスト化が実現されます。 

• 管理の容易性 

環境設定や運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設定のみです。そのため、導入- 
運用管理が容易に行えます。 
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InterSec シリーズには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されています。 

• CS シリーズ（プロキシ） 

Web アクセス要求におけるプロキシでのヒット率の向上 (Forward Proxy ) 、 Web サーバの負荷軽減•コンテ 
ンツ保護 (Reverse Proxy ) を目的とした装置です 0 

• MW シリーズ(メール/ WEB ) 

Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などインターネットで必要と 
なるサービスを提供する装置です。 

• FW シリーズ(ファイアウォール） 

インターネットと接続した企業ネットワークを外部からの不正なアクセスから守るファイアウォール専用機で 
す。 

• LB シリーズ(□ードバランサ） 

複数台の Web サーバへのトラフィック(要求)を整理し、負荷分散によるレスポンスの向上を目的とした装置 
です。 

• VC シリーズ(ウィルスチェック） 

インターネット経由で受け渡しされるファイル(電子メール添付のファイルや Web / FTP で夕'ウン□—ドした 
ファイル)から各種ウィルスを検出/除去し、オフィスへのウィルス侵入、外部へのウィルス流出を防ぐことを目 
的とした装置です。 


InterSec シリ—ズについて 
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機能と特長 

本装置は、社内から外部 Web サーノ へのアクセスをより効率化する Forward キャッシュと、 WWW サーノ \'の前段 
に設置し、 WWW サーバの負荷軽減•コンテンツの保護を行ラ Reverse キャッシュの機能を共にサボートします。 
運用管理ツール ( Web ブラウザベース）やレポート機能を標準で装備し TC 〇削減にも役立ちます。ストリーミンク' 
キャッシュ機能(オプション)をサボートしています。 



Web コンテンツ 
(HTML ファイルや 
画像ファイル） 



ネットワーククライアント 
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• Forward キャッシュ機能 


クライアント側に Proxy サーバと新規/置換/併設して設置することにより、高性能キャッシュ機 
能を活かし、アクセスされたコンテンツを自動的に保存(キャッシュ)/再利用して、素早いレス 
ポンスの提供と、回線コスト&トラフィックを軽減/削減します。 



• Reverse キャッシュ機能 



Web サーバ側の前段に設置しアクセス受付を代理させることで、高性能キャッシュ機能を活か 
し、コンテンツを自動でコピー保存(キャッシュ)し、複数台分の Web サーバと同じインターネッ 
トアクセス量を受け付けます。 


導入前 
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• ストリーミングキャッシュ機能 


ストリーミングキャッシュ機能を持った、 RealNetworks 社 (http ゾ /www.jp.realnetworks.com/) 
「Helix Universal Served または 「Helix Universal Gateway」 をオプションでサポートします。 

— Forward キャッシュ機能 



— Reverse キャッシュ機能 



• 運用管理機能 

単純な導入であれば30分で可能(①設定ディスク 
をセットして、②電源を〇 N にするだけ)。管理ツー 
ルも Web ブラウザ経由で GUI 化されています。 
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• 統計情報表示機能 


アクセス□グを解析し、統計情報をグラフ • 表形式 
で表示します。また、この統計情報を元にダウン 
ロードスケジュール、アクセス制限の指定を行ラこ 
とも可能です。 


スケジュールダウンロード機能 

よく参照されるページをあらかじめ指定時刻にダウ 
ンロードし、キャッシュに格納しておくことが可能で 
す0 


• IP フィルタリング機能 

プロキシ機能を利用するクライアントを IP アドレス 
で制限し、部外者の不正な利用を防ぎます。 




URL フィルタリング機能 

フィルタ機能を利用すると、有害な Web などへのア 
クセスを制限します。 



また、 L4 スイッチを導入することにより、クライアントは、プロキシの設定をする必要がなくなります。 


cs シリーズ 
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添付のディスクについて 

本装置にはセットアップや保守■管理の際に使用する CD-R 〇 M やフロッピーディスクが添付されています。ここで 
は、これらのディスクに格納されているソフトウェアやディスクの用途について説明します。 

I n -0 添付のフロッピーディスクや CD - ROM は、システムのセットアップが完了した後でも、システムの 
再セットアップやシステムの保守•管理の際に使用する場合があります。なくさないように大切に 
保存しておいてください。 

• バックアップ CD-ROM 

システムのバックアップとなる CD-R 〇 M です。 

再セットアップの際は、この CD-ROM と添付の「バックアップ CD-R 〇 M 用インストールディスク」を使用して 
インストールします。詳總才3章を参照してください。 

バックアップ CD-R 〇 M には、システムのセットアップに必要なソフトウェアや各種モジュールの他にシステム 
の管理•監視をするための専用のアプリケーション「巳31\/^6〇/36「\^|7\96巾」が格納されています。システ 
ムに備わった RAS 機能を十分に発揮させるためにぜひお使いください。 

• 保守•管理ツール CD-ROM 

本体およびシステムの保守•管理の際に使用する CD-R 〇 M です。 

この CD-R 〇 M には次のよラなソフトウェアが格納されています。 

-保守•管理ツール 

再セットアップの際に装置の維持•管理を行うためのユーティリティを格納するためのパーティション(保 
守パーティション)を作成したり、システム診断やオフライン保守ユーティリティなどの保守ツールを起動 
したりするときに使用します。詳細扔章を参照してください。 

- MWA 

システムが立ち上がないようなときに、リモ ーKLAN 接続または RS-232C ケーブルによるダイレクト接 
続)で管理 PC から本装置を管理する時に使用するソフトウヱアです。詳細は5章を参照してください。 

— ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 〇 /ServerAgent がインストールされたコンピュータを管理します。詳繊才5章を参照してくださ 
い0 

• 初期導入設定用ディスク(フロッピーディスク） 

初期導入時の設定情報を書き込みます。設定情報の作成や変更をする「初期導入設定ツール」も含まれてい 
ます。 


• バックアップ CD - ROM 用インス h - ルディスク(フロッピーディスク) 

システムの再インストールの際に使用します。 
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